
www.pwc.com/jp

内部監査における3Dの活用
～デジタル、データ、デバイスの 
３D時代におけるデータ分析の活用～
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デジタル、データ、デバイスの３Dの世界

過去5年間に、テクノロジーの発展によりビジネスのあり方が大きく変わった。株式
を公開しているか否かにかかわらずどの事業セクターにおいても、効率性と有効性
の改善のためにテクノロジーが一役果たしている。このような状況下で、私たちは 
デジタル、データ、デバイスのいわゆる3Dが組織に対してどのような影響を与えるこ
とになるのか注目した。

企業はビッグデータを収集・分析し始めており、顧客、市場、
競争、活動に関するデータは、より個人に即したものになる。マー
ケティングを通じて、より具体的にターゲットを絞ることがで
きるようになる。

世界中のデータ
総量の90%は過
去2年間に作ら
れた。

90%

全世界でのモバイ
ルデバイスは2016
年に14億米ドル規

模にまで達する見込みであ
り、2012年の9億米ドルと
比べ大きく飛躍する。 

オ ー ストラリア で は
28%の人々がスマート
フォンでショッピング
をした経験がある。

全世界の94%の人々が
スマートフォンで情報
検索をした経験がある。

9億米 
ドル

14億米 
ドル

2012 2016

市場への新規参入者が、既存の企業が持つブ
ランド、製品、脆弱なオペレーションを打ち崩
し、顧客ベースが魅力的であるならば、市場の
破壊が発生する。デジタル化の利用によって、
これからはすさまじいスピードで、市場の破壊
が起こる。

企業の顧客や内部からの
ニーズにより従来のビジネ
スモデルのデジタル化が進
んでいる。

新しいデジタルモデル

モバイルデバイスの普及

データアナリティクス

図1：デジタルメガトレンド

インターネットへのアクセス
デバイスとしての携帯電話
が普及し、人々のPC離れが
加速している。
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内部監査と3Dの融合

企業の成長に伴い、内部監査はより一層高い付加価値を提供することが期待
されている。

ビジネスモデルの変化、取引や内部統制の性質面での変化および地理的な 
変化、データの急増などのめまぐるしい変化は、内部監査に対する高い付加
価値を創出するチャンスとなる。

企業のステークホルダーは、新たなリスクと機会を発見するための機能と 
して、内部監査に今まで以上に期待している。

内部監査人は、業務効率化の手段として、3Dに関するスキルセットに注目 
しており、将来的な企業価値に多大な影響を持つものとして捉えている。

アナリティクスを活用することは、内部監査を通じた企業成長の機会発掘につながる。

本レポートでは主に以下の点に焦点を当てている。

・内部監査におけるアナリティクスを導入することのメリット

・アナリティクスの業務計画から実行までのサポート、内部監査の報告段階の革新

・現行のアナリティクスのテクニック

・アナリティクスの導入を成功させるためのポイント

1
2
3
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アナリティクスと内部監査の融合

なぜ内部監査にアナリティクスを用いるべきか？

世界各国の有名企業の経営陣や内部監査責任者（Chief Audit Executives：以下
CAE）から1,740件の回答を得た「2013年内部監査全世界実態調査」1 では、「デー
タ活用と先端アナリティクスの導入」による改善効果が大きく注目されていること
が分かった。

内部監査におけるアナリティクス活用の重要性を企業が認識し始めている。企業
活動や内部監査において、 以下のメリットがあると期待されている。

・洞察力の向上

・内部監査の関与度合いの向上

・創造性の向上

・生産性の向上

・処理可能量の拡大

・バラバラなデータの整理

・内部監査スキルの拡張

・ システム間の横断的な分析

・複雑なデータの簡略化

・ より広く深い洞察につながるコミュニ
ケーション

31% 71% 81% 85% 74%

データアナリティ
クスを既に利用し
ている

アナリティクスの
利用拡 大を検 討
しているが、具体
的な導入計画は固
まっていない

リスクの把握・理
解においてアナリ
ティクスが重要で
ある

アナリティクスの
活 用は内 部 監 査
機 能の強 化に重
要である

問題点や課題の定
量化にアナリティ
クスが有効である

1  http://www.pwc.com/jp/ja/japan-knowledge/thoughtleadership/state-internal-audit-profession201306.html

C
A
E
の
回
答
の
割
合

図2：内部監査におけるアナリティクスの利用について（回答者 CAE）
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内部監査の計画と実行にどのように 
アナリティクスが役立つか？
アナリティクスの利用によりリスク領域の特定とより深い洞察の提供が可能に
なる。

データアナリティクスを利用し続けることにより、内部監査人は事業活動に対する深
い洞察を得るとともに、これまでになかったタイプのリスクを発見したり、従来とは違
う形で内部統制の有効性や弱点を識別することが可能となる。アナリティクスは、内部
監査人がよりリスクの高い事業領域にメスを入れることをサポートするだけでなく、自
動化を通じた監査業務の効率化にも役立つ。アナリティクスを適切に使いこなすことに
よって、業務上の問題に対して深く説得力のある分析を行うことが可能となる。

内部監査計画の策定段階
従来の内部監査計画の策定段階において、アナリティクス技術を組み込むことによ

り円滑な仮説検証と探索的なデータ解析法、リスク領域の予測・特定が可能となり、
より一層内部監査計画の幅を広げることができる。

内部監査の実行段階
内部監査業務の実行段階において、アナリティクス技術を組み込むことによりシス

テム横断的に大量のデータや外部データを利用し、深い洞察を獲得できるようになる。
より高度なビジネスインテリジェンス技術を統合することで、内部監査において熟練
した労働力を得ることができる。

ビ
ジ
ネ
ス
の
価
値

難易度

4

5

3

2

1
監査計画の詳細化の前に初期仮説を固める。

システム横断的に大量のデータを処理し、
効率的にリスク要素や取引を特定する。

経営とリスクマネジメントに予測
的分析を活かしつつ、将来予測を
行う。

データや取引パターンの変
化を捉え、戦略上のリスクを
特定する。

内部データと外部データを
分析し、理解を深めると共
に、仮説をブラッシュアップ
する。

図3： 主なアナリティクス
の活用方法
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内部監査の報告段階でどのように 
アナリティクスが役立つか？
データのビジュアライゼーション（可視化）技術により、内部監査に関する対話が、
より一層簡単かつ効果的にできるようになる。

内部監査を通じた発見事項を効率的に報告することは極めて重要である。こうした背
景のもと、重要な事項を明確にするとともに、理解につながる情報を意思決定者に提
供することが有意義である。データのビジュアライゼーション（可視化）技術を活用すれ
ば、複雑なコンセプトをより明確かつシンプルに伝達できるため、意思決定者に対する
ソリューションを提供することができる。

ビジュアライゼーション（可視化）技術の目的はレポートそのものを魅力的にするわけ
ではない。内部監査の結果により広い視点と深い洞察を組み込むことが目的である。内
部監査の結果報告の際に、アナリティクスを組み込むことによって、企業内外のステー
クホルダーを巻き込み、組織全体にインパクトを与えることができる。

2  人々の脳が一時点に認知できる量には限界がある。操作やデザインなどで脳が認知できる負荷をコントロールすることが重要である。
3  グラフなどを作成したときに、重要な要素だけにインクが利用されており、無駄を省きシンプルながら効果的な視覚効果を与えると、 

データインク比率が高くなる。

1

4

7 8 9

2

5 6

3

知覚の
最大化

促進の
維持

認知負荷
の管理2

人々の思考
の把握

人々の見方や
視点の活用

継続的な影響を
作るための設計

原則

柱

目標 深い洞察

データの
高速処理

データ
比較作業の
円滑化

曖昧さの解消

データインク
比率 3の
最大化

重要事項に 
対する 
フォーカスと 
フォローアップ

虚偽の防止

重要事項の
特定

コンテクストの
拡大

感覚的要素の
保持 図4： 内部監査レポート

の改革



8⎜PwC

利用可能なアナリティクス技術

既にさまざまなアナリティクスの技術が企業において利用されている。

報告の可視化
探索的データの 

可視化
データの統合

利用する 
タイミング

例

利用目的

アナリティ 
クスの技術

デザインを工夫すること
により、アナリティクス
から得られるベネフィッ
トを高め、エンゲージメ
ントを改善する

データを素早く可視化し、
データのパターンや関連
性を明確にし、データク
オリティーを高める

外 部デ ータを取り入れ、
内部データと統合し、その
統合されたデータセットを
分析することにより知見を
得る

分析できていなかった外
部データなど新たなデー
タを組み込むことによ
り、組織としての知識を
拡充する

データの異常値、データ
のパターンやトレンド
を素早く特定し、データ
セットから知見を抽出
する

複雑に入り組んだ重要な
情報や発見事項を明確に
伝達する
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回帰分析
ディシジョン・ 

ツリー・モデル
地理空間 
モデル

地理空間的な要素（距離、
時間、場所など）を含む分
析統計データを組み込む

場所ごとに異なる売上
成長要因やコスト傾向な
ど、地理的な要素に基づ
くパターンや変動を把握
する

独立変数と従属変数を用
いて統計学的に分析する

コンピューターを用いて
数学的に分析することに
より、将来結果の予測と
意思決定につなげる

入り組んだデータ間の複
雑な関係性を特定し、明
確化する

リスクベースの将来予測
につなげるとともに、異
常値を継続的にモニタリ
ングする
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導入サポート

企業のアナリティクスの導入段階に応じて、以下の観点で評価することによって、
アナリティクスの成熟度の強化につなげることができる。

既にアナリティクスのツー
ルやスキルは備わっている
か？

利用可能な内部データや
外部データを把握している
か？

ステークホルダーの期待は
何か？

内部監査計画にアナリティ
クスは含まれているか？

アナリティクスの利用につ 
いて事業部門（特にHR）の
同意を得ているか？

優先度の高い事業活動や
リスク管理にアナリティク
スを利用しているか？

アナリティクスを主要なプ
ロセスやコントロールに組
み込んでいるか？

スキルやツールが適切に
準備されているか？

再現可能な洞察を提供で
きているか？

事業部門と連携している
か？

アナリティクスを利用して
行動分析をしているか？

外部データや公開データ
を活用しているか？

エビデンス確保にクラウド
ソーシングを利用している
か？

将来分析・将来予測を提
供しているか？

貢献度や価値を測定して
いるか？

1

2

3

導入前段階
内部監査への

アナリティクス導入
応用技術の

活用

図5： 内部監査におけるデータ
アナリティクスの成熟度
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内部監査サービス担当者 アナリティクス担当者
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